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総務財政厚生常任委員会

令和４年度６月補正予算　　　  各会計とも全員賛成、可決

令和４年 第２回定例会
　定例会は、６月７日から６月23日まで17日間開かれました。主なものは、副町長、監査委員などの
選任、一般会計補正予算など、同意３件、承認４件、契約１件、補正予算６件の合計14件です。
　８日には、一般質問があり、議員５人が登壇し、８問の質問がありました。

専決処分　全員賛成、承認
令和３年度一般会計補正予算（16号）

　新型コロナウイルスワクチン接種に伴う国
庫支出金の確定および地域活性化映画製作に
係る寄付金等を受け、歳入歳出それぞれ8130万
円を追加するもの。
　歳出は、映画製作等支援事業補助金110万円、
財源調整で予備費に8020万円を追加した。

　一般会計補正予算16号、17号とも、3月定例会
後に、国庫支出金が確定、地方交付税などが決
定し、議会招集の余裕がなく、急を要したので
専決の措置をとった。

専決処分　全員賛成、承認
令和３年度一般会計補正予算（17号）

　既定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ2億
2342万8千円を追加するもの。歳入は地方交付
税、町税等を追加。また、実績に伴いふるさと納
税寄付金、交付決定に合わせ国庫支出金、コロ
ナウイルスの影響により閉館となった心の杜
使用料を減額した。
　歳出は財政調整基金などに4億6072万7千円
を追加し、実績に伴い子育て世帯臨時特別給付
金事業で2140万円を減額し、財源調整で予備費
を8179万9千円減額する。
　補正後の予算総額は108億7391万2千円とな
った。

会　　　　計

一般会計補正予算（歳出）の主なもの

高齢者等を対象４回目のワクチン接種
地域活性化映画製作支援補助
子ども医療費補助（０～15才）
町営住宅整備事業（西ノ山・平城）

……9,190万円
………………1,100万円

……………3,900万円
…………5,070万円

住民税非課税世帯等支援
（1世帯10万円）
低所得の子育て世帯支援

（子ども一人５万円） 

……3,740万円

……1,781万円

文化会館空調機器更新

補正予算額

（単位：万円）

一　般　会　計（第１号）

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

水　道　事　業　会　計

  84,134

      100

　　　386

　　　165

一　般　会　計（第２号）   9，167

補正後の予算額

     887,234

     243,971

　　　 1,578

　　　37,244

     896，402

項目の組み替え
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《 財政課 》
問　�し尿処理場建設、埋め立て処理場建設しても
今後の財政運営は大丈夫か。

答　�有利な地方債の活用や様々な対策を講じ、国
の制度が変わらない限り大丈夫である。

《 まちづくり推進課 》
問　�地域おこし協力隊員の配属先と活動内容は。
答　�募集する隊員は１人、心の杜に配属、
　　PR業務を担当、現役隊員は２人。
　　１人は観光協会に配属、観光PRを担当。
　　もう1人はまちづくり推進課で空き家対策
　　を担当。

《 健康長寿課 》
問　日向病院二次救急医療体制整備
　　補助金の内容は。
答　日向病院麻酔科医確保等に対する
　　補助金である。

《 税務課 》
問　�ゴルフ場跡地の太陽光発電所の
　　償却資産課税額は。
答　�太陽光発電所稼働に伴う発電設備の
　　固定資産は延岡市、門川町に跨って
　　いることから、県の配分を受け課税額を決定。
　　本年度課税額は１億円である。

《 福祉課 》
問　�母子父子福祉費の扶助費の令和3年度の対象
者数と支給額は。

答　�子ども医療費助成（０～ 15歳）の対象者数
は2,039人、一人当たり2万 4千円である。

《 総務課 》
問　テレワーク導入事業計画の内容は。
答　�専用端末５台導入、テレワークを実施、検証
しながら本格導入に向け、検討していく。

補正予算委員会審査

▲子育て人づくりセンター▲子育て人づくりセンター

▲総合福祉センター▲総合福祉センター

▲心の杜源泉ポンプ▲心の杜源泉ポンプ



産業建設文教常任委員会
一般質問一般質問 ５人が登壇！

一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育長などの方針を問うものです。

あなたの声を町政に
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一　

般　

質　

問

《 農林水産課・農業委員会 》
問　�タブレット端末使用時の個人情報保護対策は。
答　�MDM（モバイルデバイス管理）を導入。
問　町内の和牛農家の軒数は。
答　�11軒。ここ一、二年は横ばい。
問　�ワイヤーメッシュ設置予定地区は。
答　�三ヶ瀬　185ｍ　上水流　480ｍ
　　阿仙原　1150ｍ
問　�有害鳥獣駆除の昨年度の捕獲実績は。
答　�シカ　344頭　サル　34頭
　　イノシシ　416頭

《 まちづくり推進課 (商工観光係 ) 》
問　�門川三大祭支援事業補助金額の内訳は。
答　尾末だんじり　70万円　
　　小園臼太鼓踊　25万円　
　　中山裸参り　　12万円
問　�異業種交流補助金の目指すところは。
答　町の産業、商工、文化等活性目的の
　　イベント、レジャー、福祉のまちづくりなど。

《 建設課 》
問　平城住宅の合併浄化槽の設置方法は。
答　各戸に五人槽を設置。
問　小園栄ヶ丘線の防護柵の設置場所は。
答　設置されていない場所の小学校側のみ整備。

《 教育課 》
問　�ALT※を外部委託した理由は。
答　民間に委託することで教育の質を担保できる。
問　�資料館の湿温度計の目的は。
答　展示物の適切な管理のため。
問　�学校給食センターの職員研修は。
答　委託先が行う。
※ALT：外国語指導助手

《 環境水道課 》
問　�給水袋の保管場所は。
答　�浄水場内。
問　�固定資産調査、評価業務の委託先は。
答　�水道事業に特化したコンサル。

補正予算委員会審査

▲ワイヤーメッシュ

▲小園栄ヶ丘線 ▲給水袋

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

問
地
区
の
側
溝
清
掃
や
、

草
刈
り
な
ど
様
々
な
地
区

活
動
に
対
し
て
、
地
区
活

動
助
成
金
制
度
を
設
け
て

は
。

　
側
溝
清
掃
に
お
け
る
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
慎
重
に

調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

問
防
災
倉
庫
な
ど
の
整
備

は
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
、
地
区
主
導
で
計

画
を
行
い
、
備
蓄
品
の
数

量
や
倉
庫
の
大
き
さ
を
計

画
し
て
は
。

　
今
年
度
よ
り
、
自
主
防

災
組
織
活
動
助
成
事
業
を

活
用
す
る
場
合
は
、
各
地

区
で
の
防
災
計
画
の
作
成

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
必
要

な
防
災
の
考
え
方
を
話
し

合
う
こ
と
で
、
災
害
に
備

え
る
体
制
構
築
の
強
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

問
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
時
、
大
津
波
や
大
洪
水

で
浸
水
す
る
地
域
が
あ
る

が
、
一
人
で
も
町
民
の
命

を
守
る
上
で
、
浸
水
予
想

地
域
内
の
町
民
全
て
に
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
配
布

は
で
き
な
い
か
。

　
今
後
の
研
究
の
推
移
、

他
自
治
体
の
動
向
等
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問
５
月
24
日
に
庵
川
西
で

火
災
が
あ
っ
た
際
、
消
火

栓
が
近
く
に
な
く
消
火
活

動
が
遅
れ
た
と
聞
い
た
。

火
災
は
、
初
期
消
火
が
基

本
。
水
利
確
保
の
上
で
も
、

特
に
住
宅
地
の
消
火
栓
の

増
設
は
で
き
な
い
か
。

　
消
火
栓
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
か
ら
の
要

望
、
水
道
管
の
布
設
状
況

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　ライフジャケットの配布は
出

で

口
ぐ ち

　希
ま れ と し

俊 議員　

町長　他自治体の動向等を注視し、検討する
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一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

　
事
情
は
認
識
し
て
い
る
。

難
し
い
課
題
の
た
め
、
今

す
ぐ
に
解
決
は
難
し
い
。

一
つ
の
課
題
と
し
て
受
け

止
め
た
い
。

問
持
続
可
能
な
社
会
イ
メ

ー
ジ
と
実
現
の
具
体
策
は
。

　
将
来
の
世
代
が
必
要
と

す
る
自
然
・
経
済
・
環
境

等
を
損
な
わ
な
い
社
会
を
、

今
、
築
き
上
げ
る
こ
と
が

持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

　選挙公約をどのように実現していくのか
山
や ま

岡
お か

　節
せ つ

夫
お

 議員　

町長　課題を一つ一つ解決していく

問
町
勢
を
示
す
各
種
統
計

デ
ー
タ
や
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
が
着
実
に
前
進
と

は
言
い
難
い
の
で
は
。

　
各
種
デ
ー
タ
の
結
果
を

見
る
と
停
滞
感
は
否
定
で

き
な
い
。
そ
う
い
っ
た
所

を
任
期
中
に
前
進
し
て
い

き
た
い
。
デ
ー
タ
だ
け
で

は
図
れ
な
い
、
福
祉
や
町

内
の
基
盤
整
備
は
着
実
に

前
進
し
て
い
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
回
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、町
民
と
の
合
意
形
成

も
必
要
で
は
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

確
立
は
仕
事
を
進
め
る
上

で
は
必
要
な
こ
と
。
提
案

内
容
を
内
部
で
協
議
し
て
、

実
行
に
向
け
、
努
め
て
い

き
た
い
。

問
町
長
の
任
期
中
に
目
途

を
つ
け
た
い
最
優
先
の
政

策
課
題
は
。

　
あ
ら
ゆ
る
課
題
は
全
て

関
連
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
課
題
が
一
番
だ
と
い
う

順
位
づ
け
は
難
し
い
。
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
一
番
の
近
道

と
考
え
て
い
る
。

問
避
難
路
や
避
難
施
設
を

全
数
総
点
検
し
、
行
政
直

轄
で
整
備
加
速
化
の
考
え

は
。

　
先
日
、
避
難
訓
練
に
参

加
。
様
々
な
課
題
が
見
受

け
ら
れ
た
。
担
当
課
と
協

議
し
、
避
難
設
備
等
の
点

検
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
、
議
論
し
て
い
き

た
い
。

問
本
町
の
防
災
対
策
は
バ

ラ
バ
ラ
で
推
進
さ
れ
て
い

る
。
防
災
対
策
総
合
実
行

計
画
書
を
策
定
、
一
元
化

し
て
取
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
貴
重
な
質
問
内
容
と
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
何
度
も
訪
れ
楽
し
め
る
、

魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て

の
基
盤
整
備
に
取
組
む
考

え
は
。

　
乙
島
、
枇
榔
島
、
遠
見

半
島
等
、
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
の
で
、
門
川

町
を
知
っ
て
も
ら
う
、
全

国
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
に
注
力

し
た
い
。今
の
と
こ
ろ
、再

開
発
の
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
あ
る
べ

き
姿
を
再
考
し
て
い
き
た

い
。

問
企
業
誘
致
は
進
ん
で
い

な
い
。
実
績
重
視
の
誘
致

活
動
に
方
向
転
換
す
べ
き

で
は
。

　
雇
用
創
出
は
重
要
で
あ

る
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
産

業
団
地
の
整
備
も
併
せ
、

よ
り
良
い
方
向
を
模
索
し

て
い
く
。

問
仕
事
と
子
育
て
が
で
き

る
環
境
作
り
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　
病
後
児
保
育
等
は
将
来

は
実
現
の
方
向
で
検
討
、

コ
ロ
ナ
禍
で
出
産
を
控
え

て
お
ら
れ
る
方
々
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
等
も
必
要
。
仕

事
と
子
育
て
が
で
き
る
町

を
目
指
し
、
取
組
ん
で
い

き
た
い
。

問
高
齢
化
が
進
み
、
地
区

環
境
整
備
活
動
が
重
荷
に

な
っ
て
い
る
。
行
政
支
援

の
在
り
方
を
見
直
す
考
え

は
。
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▲遠見山から見た枇榔島

▲加草中村線上空

▲船越地区削林地開発

▲民間の宅地造成

▲SDGs持続可能な17の開発目標
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コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
直
近
で
の
町
の
接
種
率

は
。
今
後
の
接
種
場
所
は
。

　
５
月
30
日
現
在
、
１
回

目
84
・
１
％
、
２
回
目
83
・

３
％
、
３
回
目
75
・
６
％
。

　
４
回
目
の
接
種
も
可
能

と
な
り
今
後
も
接
種
希
望

者
に
接
種
機
会
を
提
供
し

て
い
く
。

問
上
ノ
町
小
園
線
、
加
草

中
村
線
の
今
後
の
計
画
、

町
の
都
市
計
画
の
現
状
は
。

　
上
ノ
町
小
園
線
に
つ
い

て
は
平
成
30
年
度
に
県
の

概
略
設
計
が
作
成
さ
れ
て

お
り
、
早
期
整
備
に
向
け

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

く
。

　
加
草
中
村
線
に
つ
い
て

は
今
年
度
都
市
計
画
決
定
、

事
業
認
可
の
手
続
き
を
進

め
、
来
年
度
街
路
事
業
で

進
め
早
期
完
成
を
目
指
す
。

問
船
越
地
区
国
道
10
号
線

東
側
で
大
規
模
山
林
掘
削
、

県
道
土
々
呂
日
向
線
沿
線

で
宅
地
造
成
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
町
の
対
処
は
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
開

発
行
為
の
申
請
、
進
捗
状

況
は
。

　
過
去
５
年
間
に
市
街
化

区
域
で
２
件
（
平
成
30
年

度
）、調
整
区
域
で
15
件
の

申
請
が
あ
り
開
発
許
可
後

は
県
と
申
請
者
と
の
や
り

と
り
に
な
り
、
町
と
し
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
林
地
開
発
行
為

の
許
可
は
３
件
。

　
船
越
地
区
の
林
地
開
発

の
目
的
は
「
資
材
建
設
機

械
等
置
場
の
造
成
」
で
令

和
３
年
３
月
許
可
、
現
在

進
捗
率
30
％
、
完
了
予
定

は
令
和
７
年
12
月
。

　
県
道
土
々
呂
日
向
線
沿

い
の
宅
地
造
成
は
民
間
開

発
用
地
で
あ
り
、
今
後
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

建
設
工
事
の
入
札
状
況

問
国
土
強
靭
化
計
画
策
定

の
中
、町
内
イ
ン
フ
ラ
、災

害
復
旧
工
事
の
入
札
で
不

落
が
多
い
と
聞
く
が
。

　
災
害
復
旧
工
事
発
注
に

際
し
、
手
持
ち
工
事
や
作

業
員
不
足
に
よ
る
入
札
辞

退
の
申
し
入
れ
は
あ
っ
た

も
の
の
、
不
落
案
件
は
な

か
っ
た
。

　加草中村線について
米

め ら

良　格
いたる

 議員　

町長　来年度に事業化

▶
町
発
注
災
害
復
旧
工
事

▶
接
種
状
況（
西
の
丸
）

　
夕
刊
デ
イ
リ
ー
新
聞
社
提
供
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一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
庁
舎
駐
車
場
の
南
西
側

の
一
部
が
断
崖
に
な
っ
て

い
る
。車
の
出
入
り
時
、運

転
操
作
を
誤
っ
た
場
合
、

転
落
の
危
険
が
あ
る
。
柵

を
強
度
あ
る
も
の
に
し
て

は
。

　
駐
車
場
の
柵
は
、
人
の

転
落
防
止
用
に
設
置
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
車
止
め
ブ
ロ
ッ
ク

を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固

定
し
、
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
現
在
の
柵
を
さ

ら
に
強
度
あ
る
も
の
に
変

更
す
る
予
定
は
な
い
。

　「核抑止」米国との「核共有」論への見解は
水
み ず

永
な が

　正
ま さ

継
つ ぐ

 議員　

町長　核兵器のない世界へと声をあげ続けるべき

問
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政

権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
起
こ
り
、
世
界
は
重

大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、　

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
や
、
ア
メ
リ
カ
と
の

「
核
共
有
」、９
条
改
憲
な

ど
世
論
に
変
化
の
兆
し
が

あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
今
後
の

日
本
の
在
り
方
が
根
本
的

に
問
わ
れ
、
将
来
の
住
民

の
命
や
暮
ら
し
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

今
日
の
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
す
る
町
長
の
見
解

は
。

　
一
個
人
の
考
え
を
述
べ

る
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
、
明
白
な
国

連
憲
章
や
国
際
法
違
反
で

あ
り
、
断
じ
て
看
過
で
き

な
い
。

　
日
本
政
府
に
は
、
国
際

社
会
の
一
員
と
し
て
、
武

力
行
使
の
即
時
停
止
に
向

け
て
尽
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
保
有
や
「
軍
事
に
は
軍

事
で
」、と
い
う
力
の
対
抗

に
つ
い
て
。

　
武
力
攻
撃
は
い
か
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
も
行
使

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
諸
外
国
と
の
ト
ラ
ブ
ル

等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

外
交
に
よ
り
平
和
的
に
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問
核
兵
器
を
持
て
ば
核
兵

器
の
使
用
を
止
め
ら
れ
る

「
核
抑
止
」論
や
ア
メ
リ
カ

と
の
「
核
共
有
」
に
つ
い
て
。

　
日
本
は
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
り
、
同
じ
悲

劇
は
二
度
と
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
。

　
核
兵
器
が
な
い
世
の
中

に
し
て
い
く
よ
う
声
を
あ

げ
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
。

問
日
本
国
憲
法
９
条
の
改

憲
や
日
本
の
核
兵
器
禁
止

条
約
の
批
准
に
つ
い
て
。

　
国
際
社
会
に
お
け
る
恒

久
的
な
平
和
の
実
現
に
向

け
て
、
丁
寧
な
議
論
を
重

ね
な
が
ら
国
に
お
い
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問
本
町
は
、
平
成
５
年
に

「
非
核
平
和
の
町
宣
言
」

を
決
議
し
て
い
る
。
非
核

宣
言
自
治
体
の
標
榜
を
掲

げ
て
は
。

　
限
定
し
た
懸
垂
幕
を
常

時
掲
出
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の
設

置
は
、
庁
舎
利
用
者
に
限

定
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
有

効
な
手
段
を
検
討
し
た
い
。

問
電
動
車
椅
子
運
転
者
に

対
し
て
、
町
内
の
道
路
は

安
全
と
は
言
い
難
い
。
改

良
計
画
は
立
て
ら
れ
な
い

の
か
。

　
平
成
18
年
に
「
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
本
町

で
も
平
成
25
年
に
条
例
を

定
め
て
い
る
。し
か
し
、条

例
制
定
以
前
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
未
整
備
の
箇
所

が
あ
る
。

　
今
後
も
危
険
個
所
の
現

地
調
査
等
を
行
い
、
交
通

弱
者
が
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
歩
道
改
良
整
備
等

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長
 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

　
指
摘
さ
れ
た
様
な
実
態

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し

っ
か
り
私
ど
も
行
政
側
も

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
聴

覚
障
が
い
者
に
限
ら
ず
、

様
々
な
方
々
へ
の
支
援
を

行
政
と
し
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
担
当
課
と
も
十
分
に

議
論
を
行
い
、
そ
の
実
現

に
む
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

問
ろ
う
者
が
役
場
を
利
用

す
る
際
、
受
付
に
午
前
中

は
手
話
が
わ
か
る
人
が
い

な
い
た
め
非
常
に
不
便
。

　

筆
談
で
は
、
き
き
た
い

こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
が

満
足
に
伝
わ
ら
ず
ス
ト
レ

ス
を
か
か
え
て
い
る
。

　

午
前
中
に
も
手
話
が
で

き
る
職
員
を
受
付
に
配
置

可
能
か
。

　
総
合
案
内
窓
口
に
お
い

て
、
来
庁
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
な
い
状
況
は
生

じ
て
い
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
聴

覚
障
が
い
者
に
対
し
て
、

満
足
の
い
く
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
る

状
況
で
は
な
い
と
も
感
じ

て
い
る
。
手
話
を
言
語
と

す
る
聴
覚
障
が
い
者
に
と

っ
て
、
手
話
が
情
報
を
伝

達
し
意
思
疎
通
を
図
る
た

め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
総
合
案
内
窓
口
に
手
話

の
で
き
る
職
員
の
終
日
配

置
に
つ
い
て
、ま
ず
は
、現

在
の
職
員
体
制
を
維
持
し

つ
つ
、
手
話
が
で
き
る
職

員
が
増
え
る
こ
と
で
、
庁

舎
内
で
の
聴
覚
障
が
い
者

に
対
応
で
き
る
体
制
を
と

と
の
え
て
い
く
。

問
ろ
う
者
か
ら
、
手
話
が

日
本
語
同
様
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
日
常
生
活
に
制

限
が
あ
り
、
ま
た
、
必
要

な
情
報
も
得
づ
ら
い
と
い

う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

手
話
は
言
語
で
あ
り
、

手
話
が
通
じ
る
場
面
が
あ

ま
り
に
も
少
な
い
と
い
う

状
態
は
、
ろ
う
者
に
と
っ

て
大
き
な
社
会
的
障
壁
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
町
職
員
も
全

職
員
を
対
象
に
社
会
福
祉

協
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る

手
話
講
習
会
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
工
夫
を
す
る
こ

と
で
、
社
会
的
障
壁
を
な

く
し
て
い
く
第
一
歩
に
な

る
と
考
え
る
が
。

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

へ
の
参
加
や
職
員
同
士
で

の
勉
強
会
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
ま
た
、
自
治
体

で
導
入
さ
れ
て
い
る
ビ
デ

オ
通
話
機
能
を
利
用
し
た

手
話
通
訳
等
に
つ
い
て
も

調
査
、
研
究
を
し
て
い
く
。

問
ろ
う
者
の
現
状
と
し
て
、

病
院
に
行
く
に
も
病
気
に

な
っ
て
す
ぐ
に
通
訳
者
が

頼
め
な
い
の
で
安
心
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
の
他
、
生
活
諸
場
面

で
本
当
に
色
々
な
情
報
が

入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
も

の
す
ご
く
生
き
る
の
に
困

難
が
あ
る
。　
　
　

　

ま
た
、
そ
の
様
な
事
情

も
あ
り
、
若
い
ろ
う
者
が

ど
ん
ど
ん
引
っ
越
し
て
い

な
く
な
っ
て
い
る
等
が
門

川
町
の
現
状
。
深
刻
な
状

況
で
あ
る
と
認
識
を
。

　ろう者への情報保障を
永
な が

井
い

　裕
ゆ う

司
じ

 議員　

町長　実現にむけて取り組みを進めていく

▲手話講座 ▲原爆ドーム

▲駐車場
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
（
専
決
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が
、
令
和

４
年
３
月
31
日
付
け
で
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整

措
置
や
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
改
正
、
上
位
法
の
条
項

ず
れ
に
伴
う
改
正
等
。

　
議
会
招
集
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
、

緊
急
を
要
し
た
た
め
専
決
処
分
を
行
っ

た
の
で
、
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
専
決
）

　
令
和
４
年
度
の
地
方
税
法
お
よ
び

地
方
税
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
課
税
限
度
額
を
現
行
の
63
万

円
か
ら
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
を

現
行
の
19
万
円
か
ら
20
万
円
に
見
直

し
を
行
う
も
の
。
　
　

　
議
会
招
集
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
、

緊
急
を
要
し
た
た
め
専
決
処
分
を
行
っ

た
の
で
、
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

副
町
長
の
選
任
同
意

　
前
副
町
長
が
４
月
21
日
を
も
っ
て

辞
職
し
、
そ
の
後
空
席
と
な
っ
て
い
る

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
を
求

め
る
も
の
。

（
可
否
同
数
に
よ
る
議
長
採
決
・
否
決
）

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
が
６
月

30
日
を
も
っ
て
、
任
期
満
了
に
よ
り
退

任
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
任
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
賛
成
多
数
・
同
意
）

選
任
者
　
濱
村
滋
夫
氏
　
尾
末
東
在
住

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　
委
員
３
人
の
う
ち
１
人
の
任
期
が

９
月
１
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
の

で
、
そ
の
後
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

選
任
者
　
日
野
雄
人
氏
　
平
城
西
在
住

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
・
個
人
ト
レ

イ
購
入
売
買
契
約

　
給
食
提
供
時
に
使
用
す
る
食
器
（
ボ

ウ
ル
、
深
皿
２
種
類
）
各
１
７
０
０
枚
、

個
人
ト
レ
イ
１
２
０
０
枚
の
購
入
を

行
う
売
買
契
約
。
学
校
給
食
等
に
係
る

機
器
や
資
材
を
中
心
に
取
り
扱
う
厨

房
機
器
関
連
の
専
門
的
業
者
で
、
他
の

団
体
等
に
お
い
て
も
納
入
実
績
の
あ

る
事
業
者
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

実
施
し
、
そ
の
落
札
者
と
契
約
を
す
る

も
の
。

　
落
札
者
　
㈱
三
国
産
業
宮
崎
支
店

　
落
札
額
　
７
３
８
万
４
６
３
０
円

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

臨
時
会
（
七
月
一
日
開
会
）

人
　
事
　
案

　
現
在
空
席
と
な
っ
て
い
る
副
町

長
の
選
任
に
つ
い
て
、
同
意
を
求

め
る
も
の
。

　
こ
の
人
事
案
は
、
先
の
定
例
会

で
否
決
し
て
い
た
。

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

選
任
者
　
木
代
佳
美
氏

　
　
　
　
　
東
栄
町
在
住

人　

事　

案

契　
　

約

条　

例　

の　

改　

正

《 活 動 テ ー マ 》

《 現 場 視 察 》

《水害対策調査》

《 そ の 他 》

《 活 動 テ ー マ 》

《所管事務調査》

産業建設文教常任委員会

総務財政厚生常任委員会

コロナ時代のまちづくりと水害対策に向けて
○持続可能なまちづくりにかかわる人材の育成

○医療機関との連携と情報共有

○感染症発生時の町民への正しく迅速な情報発信

門川町学校給食センター

急傾斜地の崩落状況（梅ノ木、城ヶ丘地区避難路）

牧山のフィンガーライム農作地（ふるさと納税返礼品）

小園の増水対策、丸バエ川浸水対策、五十鈴川河口・鳴子川土砂撤去など

商業・農業・林業・漁業などの後継者問題ほか事業継続のための諸課題など、

現状の確認を目的とした町内各種団体との意見交換

安心して住めるまちづくりに向けて
○各地区防災対策実施状況の実態調査と調査結果の分析

○門川温泉心の杜、経営診断報告書及び経営改善計画書の委員会審査

○福祉課及び社会福祉協議会との意見交換会

緊急避難対策や備蓄計画等の整備が進んでいる、先進地を視察し、本町に活

かすべき事を学び、行政へ具申する。
副議長の選任同意（定例会）討 論

　重責を担う副町長の決定には、当日の
履歴紹介だけでは判断が難しい、審議す
る時間が欲しい。　　　　
　しっかり聞く時間を設けて再度、提案
して頂きたい。

　木代氏は、39 年の豊富な行政経験を要
しており、また、人格者として大変優れ
た人で、最適任者だと考えます。

６月定例会　表決表 各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、不：不在、退：退席、―：議長）

副町長の選任同意

監査委員の選任同意

議　　案
（全員出席で全員賛成の議案は除く。）

田
中

　豊
和

〇

〇

永
井

　裕
司

●

●

宮
本

　正
信

●

●

宇
都
宮
三
良

●

●

出
口

　希
俊

●

●

山
岡

　節
夫

●

〇

米
良

　
　格

●

●

中
城

　資
力

〇

〇

菊
地

　稿
治

〇

〇

森

　
　誠
一

退

〇

請
関

　義
人

〇

〇

水
永

　正
継

〇

〇

森
川

　春
夫

〇

〇

岩
佐

　祐
一

●

－

学校給食センター食器・個人トレイ購入売買契約 〇 〇 〇 〇 〇 不 不 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －



議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。

次回９月定例会のご案内
（日程は変更になる場合がございます）

宮崎県代表として一生懸命頑張ります。

　上記の日程で開催を予定しています。日程は変更になる場合があります
ので、町のホームページ等でご確認ください。
　本会議の傍聴について、新型コロナウイルス感染症対策が講じられてい
る場合には、積極的な案内はいたしませんのでご理解ください。

（開会）議案の上程

一般質問

議案の採決（閉会）

全日本小学生男子ソフトボール大会に出場する草川ファイターズ
岡山県久米南町（７月30日～８月２日）

6日

7・8日

22日

9/6（火）～9/22（木）
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　六
月
定
例
会
は
、
補
欠
選
挙
で
当
選
し

た
４
人
が
加
わ
っ
て
の
定
例
会
と
な
り
ま

し
た
。
人
事
案
件
、
補
正
予
算
が
主
な
も

の
で
し
た
。

　定
例
会
の
初
日
、
副
町
長
の
人
事
案
件

を
否
決
し
ま
し
た
が
、
定
例
会
後
の
臨
時

会
で
、
副
町
長
の
選
任
を
全
員
賛
成
で
同

意
し
ま
し
た
。

　補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
が
骨
格
予
算

で
あ
っ
た
た
め
、
肉
付
け
と
な
る
も
の
で
、

本
年
度
の
事
業
が
い
よ
い
よ
、
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　広
報
編
集
委
員
会
の
構
成
も
２
人
が
入

れ
替
わ
り
、
再
び
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
以
上
に
わ
か
り
や
す
い
誌
面
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　今
年
は
梅
雨
明
け
が
早
か
っ
た
の
で
、

暑
い
日
が
長
く
続
き
そ
う
で
す
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
下
さ
い
。
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